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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
神経内科の山下　賢と申します。今回我々は当科としてのこれまでの嚥下障害に対する取り組みと、今後の研究の展開として嚥下障害のメカニズムに基づいた嚥下機能評価スコア作成について発表させていただきます。
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